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 LEIOMYOSARCOMA OF THE BLADDER : REPORT OF A CASE 

 KatSilhir0  KINOSITA,  SOZO  ITOI and Minoru KASAI 

           From the Department of Urology, Osaka University Medical School 

                         (Director  : Prof. Dr. T. Kusunoki) 

   Recently we experienced a case of leiomyosarcoma of the bladder. The patient,  39-year-
old house wife, was admitted to our clinic complaining of hematuria and frequency. Tumor 

was found on cystoscopy and total  cystectomy was performed. Histopathological diagnosis 

was leiomyosarcoma of the bladder. 

   The patient is alive, well, and without metastasis 4 months following surgery. 

   Literature was reviewed.

膀胱肉腫は非常 に稀 な疾患 であるが,膀 胱平

滑筋 肉腫は更に稀 な疾患 である.本 症 は,1875

年 のGussenbauerの 報 告以来,少 数例を数

えるに過ぎず本邦で は和気(1938)の 報 告以来

10例 を数え るに過 ぎない 最近我 々は本症の1

例を経験 したので,こ れを報告す ると共 に,集

め得た症例 にっ いて文献的考察を加 え て み た

い.

症 例

K.Y.39才,女 子,主 婦

初診:昭 和36年6月28日

入院:昭 和36年7月21日

主訴:肉 眼的血尿及び頻泌

家族歴及び既往歴=特 記すべきものはない.

現病歴1昭 和36年5月10目 突然凝血塊を混じた無症

候性血尿を来しい.以 来肉眼的血尿が持続し,排 尿痛

はないが次第に頻尿の傾向とな り,入 院時には尿失禁
く

の状態になっていた.

　入院時所見:体 格中等度
,栄 養稽不良,顔 面やや貧

血様で浮腫状.脈 拍分時72,整 調,累 張良好.胸 腹部

め諸臓器には打聴診上異常を認めない.血 圧は120～

80mmHg.

血 液 所見:赤 血 球 数381万,血 色 素量50%(Sahli),

白血球 数7500,白 血 球 の 百分 率 に 異常 は な い.血 沈 値

は1時 間値82mm,2時 間 値126mm.

血 液 化 学 所見:NPN28mg/d1,TotalProtein6.8

g/d1,Na144mEq/1,K.4.6mEq/1,C1102mEq/1,Ca

9.6mg/dl,Inorg.P3.8mg/d1.

泌 尿 器科 的所 見:両 側 腎は 共 に触 れ な いが,膀 胱 部

には 軽 度 の圧 痛 が あ る.し か し,異 常 腫瘍 は 触 知 し得

ない,

尿 所 見 ・血 性1團濁,ア ル カ リ性,蛋 白(冊),糖

(一),ウ ロ ビ リ ノーゲ ン正 常.沈 渣 では 赤血 球(柵)

白血 球(耕),上 皮(+),球 菌(+)

膀胱 鏡 所 見:初 診 時膀 胱 容 量 は180cc,高 度 の腫 瘍

状 所見 のた め に,両 側尿 管 口は不 明.一 面 に 認め られ

る腫 瘍表 面 は 褐色 で,被 苔 に 被わ れ,乳 頭 状 で,茎 部

は 不 明 であ る.青 排 泄試 験 で は色 素 排泄 は 両 側共 注 射

後6分 で も認 め られ な い.入 院 時,膀 胱 容 量 は約20cc

で膀 胱 内検査 は不 能 で あっ た.

双手 触 診 所 見=膣 内 及び 腹 壁 上か ら双手 触 診 をす る

と,鷲 卵 大 で 弥 力性,か な り移 動性 の あ る腫 瘤 を触 れ

る.
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レ線所見=単 純レ線像では異常がなく,排 泄性腎孟

レ線像も,第1図 の如 く,両 腎とも正常である.し か

し,膀 胱 レ線像では,第2図 の如 く,頂 部右寄 りに小

児手拳大,楕 円形の陰影欠損がみられた.

以上の所見より膀胱腫瘍と診断して,昭 和36年7月

26日,膀 胱全別除術及び両側尿管皮膚痩術 を施 行 し

た.

手術所見:下 腹部正中切開にて腹膜腔を開いたが,

腹膜腔内臓器には異常はなかった.膀 胱は腫瘍のため

に増大し,腫 瘍は膀胱全腔を占める程であつた.し か

し,膀 胱外えの腫瘍浸潤及びリンパ腺腫脹 は なか っ

た.先 づ膀胱を周囲組織より漸次剥離して行つたが,

大 した癒着はなく,操 作は比較的容易でつた.次 に両

側尿管を遊離し,下 方で切断し,膀 胱頸部迄剥離した

所で,外 尿道口を中心に輪状に切開を加え尿道を遊離

し,こ れを創内に反転 して膀胱全体を別出した.最 後

に遊離 しておいた尿管を側腹壁に吻合し,会 陰部より

骨盤腔内に太いゴムドレーンを挿入し,創 部を二層に

縫合して手術を終了した.

易1」除標本:肉 眼的所見=腫 瘍は大きさ10×7×6cm
り

腫瘍を含む全膀胱の重量は265gr.腫 瘍は広い基底を

有し,殆 んど膀胱の全腔を占めている.そ の表面は一

部淡黄赤色,ゼ リー状であるが,大 半は乳頭状で汚繊

な褐色被苔を被 り,弾 力性硬でもろい.割 面は赤黄褐

色で,そ の一部に壊死巣を認めた,

組織学的所見:第3図 及び第4図 の如 く,腫 瘍細胞

は細長い線維状の細胞であり,索 状に増殖している.

これらの線維はvallGieson染 色で黄染する.腫 瘍細

胞の核は概ね小さいが,中 には異型な核及び胞状の核

をもっ細胞,多 核細胞もみ られる.筋 束に接する所で

は,直 接筋束より発している像を呈している.核 分裂

像も少数見られる.

組織学的診断:膀 胱平滑筋肉腫

術後経過:良 好で,腎 孟炎を起 したが化学療法にて

治癒し,術 後55日 全治退院した.術 後4ヵ 月を経るも

転移もみられず健在である

senbauerが 本 症の第1例 を報告 して以来少数

例の報告 があるが,1939年 にKretschmer&

Doeshingが 自験例 を報 告す ると共 に,文 献

よりその14例 を集 めている.次 いで1943年 に

Crane&Tremblayが これに7例 を追加 して

いる.本 邦 に於 ては,1958年 に 南等が以上の報

告 を含めて 自験 の1例 と共 に,合 計48例 を集 め

ている.更 に我 々は第1表 に示 す如 く,こ の1

例 の他 に,内 外文献 によ り次 の8例 を追加す る

ことが出来 た.即 ち門脇等(1954),Thompson

&Coppridge(1959),高 橋 等(1960),石 沢

(1960),Hejtmancik&Klatt(1960),大

北(1960),中 野 等(1961),山 口等(1961)

第1表 膀胱平滑筋肉腫の報告症例

報 告 者

Kretschmer&Doerhing

Crane&Trernbley

南 等

門 脇等

Thornpson&Coppridge

高 橋 等

石 沢

Hejtmancik&Klatt

大 北

中 野等

山 口等

木 下等

報告年度

1939

1943

1958

1954

1959

1959

1960

1960

1960

1961

1961

1961

症例数

15

7

26

1

1

1

1

1

1

1

1

1

考 按

以上の如 く,我 々は血尿 を主訴 と し て 来 院

し,膀 胱腫瘍 の診断 のも とに膀胱全別除術を施

行 し,組 織学的 に膀胱平滑筋 肉腫 と診断 した1

症例 について報告 したが,本 症 にっい てい ささ

かの文献的考察 を試みる.

(1)報 告 例:本 症 に関 しては1875年 にGus一

の報告 による各1例 で,総 数は57例 にな る.

(2)発 生 頻度

(i)全 膀 胱腫瘍中 の膀胱 肉腫 の発生頻度:

膀 胱 肉腫 は膀胱 に発生す る上皮性腫瘍 に比 して

非常 に稀 な疾患で ある.第2表 の如 く,Mun-

wesは 膀 胱腫瘍719例 中32例,Caulkは303例

中1例,Pack&LeFevreは522例 中2例,

Ratliff&Valkは552例 中3例 ,Deaneta1。

は1400例 中3例,Tholnpson&Coppridgeは

1600例 中7例 に夫 々膀胱 肉腫 を見た とのべてい

る.本 邦 に於いては,岡 本は99例 中1例,原 口
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第2表 全膀胱腫瘍に対する膀胱肉腫の頻度
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第3表 膀胱平滑筋肉腫の年令及び性別頻度

報 告 者

Munwes(1910)

Caulk(1926)

pack&LeFevre(1930)

Ratliff&Valk(1939)

Dea■eta1.(1954)

Thompson&Coppridge

(1959)

岡本(1930)

原 口 友 田(1950)

辻(1954)

市,ll等(1958)

南 等(1958)

木 下等(1961)

全膀胱腫
瘍症例数

719

303

522

552

1400

1600

99

139

218

1906

118

229

膀胱肉腫
症 例 数 年 令

23(4。5%)

1(O.33)

2(0.38)

3(0.54)

3(0.21)

7(0.43)

1(1.Ol)

1(O.7)

4(エ.84)

19(1.00)

2(1.69)

2(0.87)

不

～9

10～19

20～29

30～39

40～49

50～59

60～69

70～

明

計

男

6

o

1

1

4

10

6

5

3

女

1

1

1

7

4

3

2

2

0

36 21

9

1

2

8

8

13

8

7

3

57

等は139例 中1例,辻 は218例 中4例,市 川は19

06例 中19例,南 は118例 中2例 に夫 々膀胱肉腫

を見た と報告 してい る.我 々の教室 に於け る昭

和25年1月 より,昭 和36年8月 までの統計 によ

ると,全 膀胱腫 瘍229例 中,膀 胱 肉腫は本症例

を含めて2例 であつ た.以 上 の統計 にみ られる

様に,全 膀胱腫瘍中膀胱 肉腫 の割合は0.2～2.0

%で あ ると云える.

(① 膀胱肉腫 中の膀胱平滑筋 肉腫 の発生頻度

:こ の発生頻度はMcCrea&Post(1955)

によると膀胱 肉腫287例 中36例(12.5%),

Pomerseta1.(1956)に よる と324例 中43例

(13.2%)と 報 告 されている.本 邦で は高橋等

(1959)が30例 中5例(16%)と のべ てい る.

従つて膀胱平滑筋 肉腫 は膀胱 肉腫 の12～16%に

み られ るものであろ うと思われる.

(3)年 令及 び性:Herman及 びLongley等

は,膀 胱肉腫 は幼年及 び老年 に好発す る と記載

しているが,第3表 の如 く,膀 胱平滑筋 肉腫は

9才 以下及 び50才 以上 に多 く見 られ ている.し

かし,30～39才 の女子 に7例 がみ られたのは,

男性におけ る年令分布 と比較 して興味深い.

Munwes及 びMcCrea&Postも 記 載 し

ている如 く,一 般 に膀胱肉腫は男性 に多いが,

膀胱平滑筋 肉腫 も同様であつて,57例 中 男子の

36例(6396)に 対 して女子は21例(37%)と な

つている.

(4)症 状:Herbut,Lev&Bell,Silbar&

Silbarも 記載 している如 く,膀 胱平滑筋肉腫

に特有の症状 はない.文 献例を症状別 に分類す

る と第4表 の如 く,血 尿 を見 るものが最 も多 く

41例 を数えている.次 いで尿意頻数33例,排 尿

第4表 膀胱平滑筋肉腫の症状

症 状 例 数

血 尿

尿 意 頻 数

排 尿 困 難

下 腹 部 痛

排 尿 痛

腫 瘤 触 知

体 重 減 少

夜 尿

尿 意 逼 迫

尿

残

痙

尿

尿

失

閉

感

痛

禁

41

33

19

8

8

5

5

4

4

4

3

3

3

困難19例 の順 になつてお り,Sadlereta1・ も

記載 している如 く,血 尿が主症状である と云 え

る.

(5)発 生 部位:Lowsleyに よ ると膀胱平滑

筋 肉腫 は後壁及 び側壁に多 いとされてい るが,
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Silbar&Silbarは30例 中 後壁8例,右 側壁

7例,左 側壁5例 等 と記載 している.我 々の集

めた57例 についてみ ると,後 壁11例,右 側壁9

例,左 側壁8例,側 壁 とのみ記載せ る も の2

例,上 壁13例,底 部6例,前 壁4例,膀 胱全腔

第5表 諸家により施行された治療

膀胱全別除術

膀胱全別除術

膀胱全別除術+深X線 照射

8例

7

1

膀胱部分別除術18

膀胱部分別除術15

膀胱部分易U除術+深 部X線 照射1

膀胱部分別除術+ラ ドソミート打込1

膀胱部分別除術+深 部X線 照射1
+ラ ドンミート打込

腫瘍切除術

腫瘍切除術

腫瘍切除術十ラジウム打込

腫瘍切除術+X線 照射

腫瘍切除術十ナイ トロジェン
マスタード

13

10

1

1

を充す もの2例,部 位不明2例 とな つ て い る

が,Khoury&Speerの 言 う様 に三角部 より

発生 した ものはなかつた.こ れは膀胱平滑筋 肉

腫 の特徴の一っであ る様 であ る。

(6)治 療:現 状では膀胱全別除術 が最 良の治

療法であ るが,腫 瘍が小 さい場合 には膀胱部分

別除術 も施 行 され ている.

⑦ 予 後:膀 胱平滑筋 肉腫 の予後 は極 めて不

良であっ て,Lev&Bel1は 症 状発現後1年 以

内に死亡す ると記載 し てい るが,Silbar&

Silbarに よ ると第6表 に示す如 く1年 以内に

死亡 した もの16例 で,3年 以 上生存 した もの4

例 となつ てい る.第7表 に示 した57例 について

も大体同様で,6カ 月以内に死亡 し た も の16

例,3年 以上 生存 した ものは4例 と な つ て い

る.

第7表 膀胱平滑筋肉腫の予後

1

生 存

期 間 不

膀胱切開術 3

1年 以

明

内

人工尿痩造設術 1

1～3年

3～5年

無処置及び不明 14 5年 以 上

計 57
死 亡

第6表 予 後(Silbar&Silbarに よ る)

1年 以内死亡

死因不明

再発によるもの

両側或は偏側性水腎症

感染症

手術後腹膜炎

無尿症

肺転移

肝転移

脳卒中

16例

4

3

2

2

2

1

1

1

1

期 間 不 明

6ケ 月 以 内

1年 以 内

4例

6

8

2

2

13

12

2一
結

1年 以上生存

3年 以上生存

4年 以上生存

10年 以上生存

6

2

1

1

語

1.39才 の女子にみられた膀胱平滑筋肉腫の

1例 を報告した。本例は術後4ヵ 月 を数 え る

が,転 移も発見されず健在である.

2.集 め得た交献にっいて統計的考察を行つ

た.

稿を終えるに当り,終始御懇篤なる御指導並びに御

校閲を賜った恩師楠教授に深甚なる謝意を表します
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第1図 排泄性腎孟レ線像.
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第3図 別除標本の組織像(弱 拡大)
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第4図 捌除標本の組織像(強 拡大)
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